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 上の問題は、「追手門学院高等学校 創造コース特色入試（チームワーク入試）」の
サンプル問題です。受験生の中から5人1組でチームを組み、90分から100分で設定さ
れたテーマについて実際に議論を行います。追手門学院高等学校の創造コースは
2022年度入試（今年の入試）から、入試科目を以下のようにし、ペーパーテスト以
外でのチームワーク力をはかることとしています。 

     

    創造コースでは、国語・数学・英語（100点×3）と、特色入試（300点）が同等
に扱われています。ここから、今後必要とされる力を持ち合わせた人材に入学しても
らいたいという追手門学院高等学校の強い意志を見受けることができます。この特
色入試では、議論の様子をビデオで撮影し、問題を解決するための意見や、議論の
参加方法、討議後の振り返りシートなどを300点満点で評価するそうです。 

    一中では、総合的な学習の時間をはじめ、道徳や様々な教科で「合意形成」や「他
者の考えから自分の考えを見つめる」場面を設定するよう近年努めてきました。1年
生から「SDGs」を題材にし、グループワークや個人で、自分の考えを発信する機会
がたくさんあります。グループワークが苦手な人も、毎回の授業で、徐々に積極的に
議論に参加し、自分の意見を発信する練習をすることで、力を伸ばしていって欲し
いと思っています。でも、「自分の意見を言うのって苦手だな」と思う人もいます。
事実、追手門学院高等学校の特色入試のサンプル問題の最後はこうしめくくられて
います。「チームで話し合うことが好きな人、発表が得意な人、じっくり考えるの
が得意な人、それぞれだよね。いろんな側面を見ているから挑戦してみてほし
い。」 

   班やグループで議論を行うとき、全員が自分の意見を押し通す人ばかりだと議論に
はなりません。「他者の意見を引き出すのが上手い人」「人の意見に常に興味をも
てる人」「まとめるのが上手い人」「聞き上手な人」いろいろな人がいるから議論
が進みます。大切なことは「積極的に参加すること」「他者に配慮ができること」
だと思います。「自分の意見を言うのって苦手だな」と感じている人は、「意見が
言えない＝悪いこと」と決して捉えないでください。先生たちもそのように生徒の
皆さんを捉えていません。あなたにあった「自分が得意な役割」で議論に参加して
欲しいです。そして少しずつ、自分の意見を他者に伝えられたらなと思います。中学
校でしているグループワークは力をつけるための「練習」です。練習で最高のパ
フォーマンスを絶対にしなければならないことなんてありません。練習はたくさん
失敗していいはずです。失敗しながら少しずつステップアップしていきましょう。

入試は変わる？？


進む大学入試改革

近年大学入試では「思考力」「表
現力」「判断力」を重視する問題
が多く出題されています。


この変化に追付いするように、高
校入試でも、思考力や読解力が求
められる問題が多く出題され、都
道府県によっては、公立高校入試
問題でも出題されるようになって
きました。


以前に「東京大学入試問題」につ
いてお知らせした通り、求める人
物像が「記憶した知識をアウト
プットする」だけにとどまらず、
「記憶した知識をうまく活用でき
る」に変化してきています。


今後、追手門学院高等学校のよう
な「議論を通して新しいことを創
り出す力」を見とる、特色のある
入試は増加するかもしれません。
授業でのグループワークや教え合
い支え合う活動を通して、そのよ
うな力の礎が構築されると思いま
す。一中生には、他者を尊重しな
がら自分の考えを発信できる大人
へと成長してほしいと願っていま
す。

学力向上の取り組みNEWS

～共に学ぼう、共に高め合おう～

高校入試にも変化が出始めています 
【タイムテーブル】トータル100分 

12分 資料を読み、自分で考える時間 

  8分 「賛成・反対・理由」を話し合う 

  5分  1人1分で発表 

10分 「質問」7分話し合い、1人30秒で質問 

10分 「質問の回答」5分 、1人1分で回答 

15分  休憩 

10分 「提案」5分で話し合い、1人1分で発表 

10分 「最終の判断」5分で話し合い、1人1分発表 

20分 振り返り 
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